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1 

新
東
京
国
際
空
港
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
論
拠
に
瑕
疵
は
な
い
か
。
（
必
要
性
） 

昨
年
末
の
会
計
検
査
院
の
指
摘
（
特
に
掲
記
を
要
す
る
と
認
め
た
事
項
）
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
成
田
空
港

問
題
は
、
現
在
、
国
民
的
な
課
題
と
し
て
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
到
達
し
て
い
る
と
言
え
る
。
再
検

討
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
は
、
新
東
京
国
際
空
港
の
設
置
を
効
率
的
に
行
う
と
称
し
て
、

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
と
さ
れ
た
供
用
開
始
の
予
定
期
日
を
は
る
か
六
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
に
も
係
わ
ら

ず
、
違
法
行
為
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
成
田
空
港
の
建
設
を
千
葉
県
警
察
本
部
の
警
備
の
下
に
行
つ
て
き
て
い 

 

る
。
し
か
も
現
在
に
至
る
ま
で
一
日
た
り
と
て
公
団
が
違
法
行
為
を
犯
し
て
い
な
い
日
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
公
団
の
存
在
は
、
法
治
国
で
あ
る
は
ず
の
日
本
に
お
い
て
極
め
て
奇
怪
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
成
田
空
港
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

3 

成
田
空
港
の
建
設
は
適
正
手
続
き
に
従
つ
て
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
（
違
法
・
違
憲
性
） 

2 
成
田
空
港
は
新
東
京
国
際
空
港
た
り
得
る
の
か
。
（
機
能
性
・
経
済
性
） 

成
田
空
港
の
建
設
を
続
行
す
る
に
は
、
右
の
三
点
に
対
し
適
正
な
論
拠
の
下
に
国
民
的
納
得
の
得
ら
れ
る
明
確

な
回
答
が
な
さ
れ
た
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
成
田
空
港
の
誕
生
に
係
わ
る
違
法
・
違
憲
性

を
指
摘
す
る
。 

成
田
空
港
の
建
設
は
、
法
律
上
外
形
的
に
は
、
公
団
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
位
置
を
定
め
る
政
令
を
制
定
公

布
す
べ
く
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
四
日
付
で
「
新
東
京
国
際
空
港
の
位
置
及
び
規
模
に
つ
い
て
」
が
内
閣
法
第
四
条

の
規
定
に
よ
り
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
翌
五
日
に
は
「
新
東
京
国
際
空
港
の
位
置
を
定
め
る
政
令
」

が
、
公
団
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
制
定
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
六
日
、
「
新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
の
施
行 

 

期
日
を
定
め
る
政
令
」
が
、
同
法
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
制
定
公
布
さ
れ
た
。 

同
月
十
一
日
、
若
狭
得
治
、
友
納
武
人
ら
十
四
名
が
公
団
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
団
設
立
の 

四 

 



 

と
こ
ろ
が
、
公
団
法
の
体
系
は
公
団
が
昭
和
四
十
年
度
に
発
足
す
る
こ
と
、
従
つ
て
、
そ
の
前
提
た
る
公
団
法

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
位
置
を
定
め
る
政
令
や
内
閣
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
閣
議
決
定
が
同
じ
く
昭
和
四
十
年

度
に
制
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
時
の
政
府
は
こ
れ
ら
を
犯

し
、
よ
つ
て
公
団
法
を
改
ざ
ん
運
用
し
、
行
政
権
に
よ
る
立
法
権
の
侵
害
を
も
た
ら
し
、
つ
ま
り
は
三
権
の
分
立

を
否
定
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
田
空
港
の
建
設
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

た
め
設
立
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
月
十
四
日
に
設
立
の
準
備
を
完
了
し
た
の
で
、
翌
十
五
日
に
同
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
政
府
に
対
し
出
資
金
の
払
込
み
の
請
求
が
な
さ
れ
た
。
同
月
三
十
日
に
右
払
込
み
が
あ
つ
た
の
で
、
同
日

同
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
公
団
の
設
立
の
登
記
が
な
さ
れ
、
同
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
公
団
が
成
立
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
公
団
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
昭
和
四
十
一
年
七
月
三

十
日
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
公
団
は
昭
和
四
十
一
年
度
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。 

行
政
府
の
最
高
責
任
者
を
任
ず
る
福
田
赳
夫
首
相
は
、
「
行
政
事
務
の
処
理
が
憲
法
及
び
そ
の
他
の
諸
法
令
に 

五 

 



 

従
つ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
新
東
京
国
際
空
港
に
関
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
も
関
係
法
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
行
う
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
（
内
閣
衆
質
八
〇
第
二
号
）
が
、
右
事
実
に
か
ん
が
み
、
憲
法

と
行
政
権
に
係
わ
る
諸
点
に
つ
き
、
以
下
福
田
首
相
の
御
見
解
を
賜
り
た
い
。 

な
お
、
成
田
問
題
は
、
実
は
国
鉄
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

一 

公
共
事
業
と
法
手
続
き 

(3) 

行
政
権
が
立
法
権
の
発
動
と
し
て
あ
る
法
律
を
改
ざ
ん
し
て
運
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
行
政
権 

(2) 

行
政
権
又
は
そ
の
行
使
に
よ
る
立
法
権
の
侵
害
又
は
さ
ん
奪
は
、
そ
れ
が
部
分
的
で
あ
れ
、
三
権
分
立

を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
よ
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
憲
法
上
の
根
拠
を
添
え
て
、
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

三
権
の
分
立
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
行
政
権
と
そ
の
行
使
に
も
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

右
限
界
の
内
容
及
び
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
規
定
は
何
か
。 

六 

 



 

(6) 

通
常
、
法
律
は
本
文
と
附
則
よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
本
文
も
附
則
も
そ
の
持
つ
法
律
上
の
効
果
は
同
じ 

(5) 

行
政
権
又
は
そ
の
行
使
の
た
め
、
現
行
法
が
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
院
内
閣
制
と
い

う
政
治
体
制
か
ら
い
つ
て
、
行
政
権
の
属
す
る
内
閣
が
立
法
権
の
属
す
る
国
会
に
対
し
、
所
定
の
法
律
又

は
法
律
改
正
案
を
提
起
し
、
国
会
の
議
決
を
待
つ
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
憲
法
上
の
根

拠
を
添
え
て
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(4) 

行
政
権
が
法
律
の
運
用
と
し
て
、
そ
の
法
文
を
構
成
す
る
、
例
え
ば
、
数
字
の
一
を
二
と
す
る
こ
と 

 

も
、
そ
の
法
律
を
改
ざ
ん
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
法
律
を
構
成
す
る
用
語
を
他
の
語
に
置

き
か
え
て
運
用
し
、
な
お
法
律
を
改
ざ
ん
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
上
の
根
拠

を
添
え
て
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

に
よ
る
立
法
権
の
侵
害
又
は
さ
ん
奪
で
あ
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
憲
法
上

の
根
拠
を
添
え
て
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

(8) 

公
共
事
業
と
法
手
続
き
に
係
わ
る
質
問
に
対
し
、
田
中

榮
首
相(

当
時)

は
「
緊
急
を
要
す
る
公
共
事

業
で
あ
つ
て
も
、
法
手
続
き
を
無
視
し
て
よ
い
と
す
る
理
由
は
な
く
、
法
手
続
き
の
簡
略
化
に
つ
い
て 

 

は
、
明
文
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
回
答
し
（
内
閣
衆
質
七
二
第
一
九
号
）
、

右
回
答
の
再
確
認
を
求
め
た
の
に
対
し
、
三
木
武
夫
首
相(

当
時)

は
「
政
府
の
見
解
は
従
前
の
と
お
り
で

あ
る
。
公
共
事
業
で
あ
つ
て
も
、
法
手
続
き
を
無
視
し
て
よ
い
と
す
る
理
由
は
な
く
、
現
行
法
令
の
定
め

る
手
続
き
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
（
内
閣
衆
質
七
五
第
一
六

号
）
が
、 

(7) 
法
律
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
本
文
の
み
な
ら
ず
、
附
則
も
改
正
の
対
象
に
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
根
拠
を
添
え
て
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

(イ ) 

緊
急
を
要
す
る
公
共
事
業
で
あ
つ
て
も
、
法
手
続
き
を
無
視
し
て
よ
い
と
す
る
理
由
は
な
く
、
現
行 

で
あ
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
根
拠
を
添
え
て
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

二 

公
団
の
成
立
に
係
わ
る
法
手
続
き 

(4) 

公
団
法
附
則
第
八
条
は
「
公
団
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
係
わ
ら
ず
、
そ
の
成

立
の
日
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
も
の
と
す
る
」
と
な
つ
て
い
る
が
、 

(3) 

右
に
お
い
て
成
立
し
た
公
団
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
何
時
に
始
ま
り
、
何
時
に
終
つ
た
か
。
そ
の
年

月
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

公
団
の
設
立
の
登
記
が
行
わ
れ
、
公
団
が
成
立
し
た
年
月
日
及
び
そ
の
法
令
上
の
根
拠
規
定
は
何
か
。 

(1) 

「
新
東
京
国
際
空
港
の
位
置
及
び
規
模
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
閣
議
決
定
、「
新
東
京
国
際
空
港
の
位
置

を
定
め
る
政
令
」
の
制
定
公
布
及
び
「
新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
」
の
制
定
公

布
に
係
わ
る
年
月
日
及
び
そ
の
法
令
上
の
根
拠
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(ロ ) 
法
手
続
き
の
簡
略
化
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
を
必
要
と
す
る
憲
法
上
の
根
拠
規
定
は
何
か
。 

法
令
の
定
め
る
手
続
き
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
と
す
る
憲
法
上
の
根
拠
規
定
は
何
か
。 

九 

 



 

 

一
〇 

(イ ) 

右
附
則
は
当
時
改
正
す
る
こ
と
が
可
能
だ
つ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は

何
か
。 

(ロ ) 

右
附
則
に
も
係
わ
ら
ず
、
公
団
が
昭
和
四
十
年
七
月
三
十
日
に
成
立
し
た
と
し
て
、
最
初
の
事
業
年

度
を
昭
和
四
十
年
七
月
三
十
日
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
日
に
終
る
と
し
た
り
、
又
は
同

じ
く
昭
和
四
十
一
年
一
月
三
十
一
日
に
終
る
と
し
て
公
団
法
を
運
用
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
公
団
法

を
改
ざ
ん
し
て
運
用
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


